
スクールカウンセラーが定期的（火曜日）に勤務しています。スクールカウン

セラーは、心理についての専門性を持ち、学校において、児童・生徒が抱えるさ

まざまな課題について解決のための助言や指導などをおこないます。また、 助

言や指導の対象は、生徒のみでなく、保護者の方も対象になります。 

なお、夏休み期間中は実施していません。お問合せは教頭の藤野までお願いし

ます。 

８月１１日（月）～１５日（月）は学校閉庁日で

す。緊急時は双葉管理センターまで連絡してくだ

さい。 

（電話番号：０６－６９９７－６０１５） 

学校の夏休み期間においては、河川等に多くの利用者が集まることが想定され

るとともに、例年７、８ 月は全国的に遊泳中の水難事故が多数発生しており、

今年は新型コロナ感染対策の緩和も相まって、水難事故の増加に危機感をもって

いるところです。また、過去５年間の大阪府内における子どもの交通事故発生状

況をみますと、とりわけ８月にかけて増加する傾向にあるとのことです。注意喚

起していただきますようお願い申しあげます。８月２５日（金）始業式ですので、

それまでの期間充実した時間を過ごしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

【 平和学習 ７月１３日（木）（１・２年生）・１８日（火）（3年生） 】 

 

【学校閉庁日 ８月１１日（金）～１５日（火）】 

 

 

 

 

 

 

 

【 終業式 ７月 ２０日（木） 】 

終業式で FACT FULNESS（ハンス・ロスリング著）のお話をしました。「悪い

ニュースはすぐに広まる」ので、世界の情勢は悪化していると思いがちです。しか

し、多くのデータは、平和で健全な世界に向かっていることを示しています。思い

込みを乗り越え、データを基に世界を正しく見る習慣が大切です。 

思い込みは、人間が持つ本能によって引き起こされるとされ、その本能の一つで

あるネガティブ本能は次のことで説明がつきます。たとえば、草原のしげみで物音

がたった時、動じない者と敏感に警戒する者とではどちらの生存確率が上がるでし

ょうか。物音が敵の動きによるものである可能性があると考えると、警戒する者が

生き残りやすいでしょう。長い年月をかけて人類のネガティブ本能は強化されたと

考えられます。 

①世界で最も多くの人が住んでいるのはどこでしょう？（正解は B） 

A. 低所得国（～16 万円/年）B. 中所得国（16～63 万円/年）C. 高所得国（63 万円/年～ ） 

 

【 スクールカウンセラー 毎週火曜日 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

【 夏休み期間 ７月２１日（金）～８月２４日（木） 】 
 

十八中だより 

豊中市立第十八中学校 2023年 7 月 21日 
DAI-JUHACHI JUNIOR HIGH SCH00L  第 4 号 
豊中市立第十八中学校 校長 山本 昌幸 

「国と国との関係を越えて、個人と個人が豊かにつながることの大切さ」を考

え、多文化共生学習・在日外国人問題学習の視点も含めた『未来へ向けた平和』

について考えることを目的として、「韓国朝鮮と日本の友好のつながり」の授業

をしました。導入として、『今、世界はあぶないのか？争いと戦争』の絵本の読

み聞かせを行い、そこで感じたこと、考えたことについて班で交流しました。 

その後、豊中市教育委員会学校教育課の金 生遵（キム センジュン）さんに「韓

国の文化や自分の生い立ち」についてお話していただきました。韓国のオセロゲ

ームで対戦したり、幼少時の衣装を試着させていただいたりし、韓国の文化に触

れました。また、名前のことでからかわれたり、いじめを受け不登校になったこ

となど、子どものころのつらい経験を聞かせていただきました。生徒の感想文に

は、「自分も同じようなことがあったので、気持ちが救われた」「名前でからかう

のはよくない」「差別や偏見はよくない」「ゲームに興味を持った」「韓国にいき

たい」「みかんのてんぷらを食べたい」など書かれていました。生徒一人ひとり

が人権意識を高め、確実に成長していることを感じました。 

夏休みの課題として、「平和(へいわ)」のために、自分(じぶん)がしてみたいこ

と」の作文がありますので、ご家庭でお子様の相談にのっていただけると助かり

ます。 

 


